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(57)【要約】
　印刷領域及び画像のまわりの非印刷領域の摩擦係数を減少させるために配合されかつ実
践される組成物及び方法が提供され、組成物は、印刷プロセスの前に柔軟性及び平滑性を
与えるために布帛に予備処理せずに、予備硬化印刷プロセスのインラインでウェットオン
ウェット式で使用するために配合される。組成物は、基体の上にデジタル的に付与される
インク組成物の固定化を接触により実施するように、少なくとも１５重量％の摩擦係数減
少剤を含み、６．５より低いｐＨを有する。
【選択図】　なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　特性調整剤、摩擦係数減少剤、及びキャリアを含むインクジェットインク固定化組成物
であって、前記特性調整剤が、基体の表面のｐＨレベルを低下させる酸であり、それによ
ってインク組成物が前記基体の表面上でインクジェットインク固定化組成物と接触すると
インク組成物の固定化を実施し、前記基体の摩擦係数減少剤が、酸性条件下で安定であり
、かつインクジェットインク固定化組成物の全重量の少なくとも１５％の濃度でインクジ
ェットインク固定化組成物に溶解可能である、インクジェットインク固定化組成物。
【請求項２】
　インクジェットインク固定化組成物中の前記摩擦係数減少剤の前記濃度が、インクジェ
ットインク固定化組成物の全重量の１５％～３５％の範囲である、請求項１に記載のイン
クジェットインク固定化組成物。
【請求項３】
　インクジェットインク固定化組成物中の前記摩擦係数減少剤の前記濃度が、インクジェ
ットインク固定化組成物の全重量の２５％である、請求項１に記載のインクジェットイン
ク固定化組成物。
【請求項４】
　前記摩擦係数減少剤が、カチオン性ポリシロキサン樹脂分散液／乳濁液、カチオン性ア
ミノ官能ポリシロキサン樹脂分散液／乳濁液、カチオン性４級アンモニウム脂肪酸凝縮化
合物分散液／乳濁液、及びそれらのいずれかの組み合わせからなる群から選択される、請
求項１に記載のインクジェットインク固定化組成物。
【請求項５】
　前記分散液／乳濁液が、一不飽和脂肪酸、油、ワックス、及びそれらのいずれかの組み
合わせをさらに含む、請求項４に記載のインクジェットインク固定化組成物。
【請求項６】
　前記油が、植物油である、請求項５に記載のインクジェットインク固定化組成物。
【請求項７】
　前記ワックスが、植物ワックスである、請求項５に記載のインクジェットインク固定化
組成物。
【請求項８】
　２～６．５の範囲のｐＨを有する、請求項１～７のいずれかに記載のインクジェットイ
ンク固定化組成物。
【請求項９】
　インクジェットインク固定化組成物中の前記酸の濃度が、インクジェットインク固定化
組成物の全重量の０．５～１０％の範囲である、請求項１～８のいずれかに記載のインク
ジェットインク固定化組成物。
【請求項１０】
　前記酸が、小分子酸及び／又は酸性ポリマーである、請求項１～９のいずれかに記載の
インクジェットインク固定化組成物。
【請求項１１】
　前記小分子酸が、酢酸、プロピオン酸、ブタノール酸、グリコール酸、乳酸、及びそれ
らのいずれかの組み合わせからなる群から選択される、請求項１０に記載のインクジェッ
トインク固定化組成物。
【請求項１２】
　前記酸性ポリマーが、４０００～２００００ｇ／ｍｏｌの範囲の平均分子量によって特
徴づけられる、請求項１０に記載のインクジェットインク固定化組成物。
【請求項１３】
　前記酸性ポリマーが、ポリアクリル酸、酸性アルコキシル化ポリマー、ポリ（２－アク
リルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸）、ポリ（アクリル酸－コ－マレイン酸）、
ポリ（ブタジエン－コ－マレイン酸）、ポリ（エチレン－コ－アクリル酸）、ポリマレイ
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ン酸、ポリ（メタクリル酸）、ポリ（４－スチレンスルホン酸－コ－マレイン酸）、及び
それらのいずれかの混合物からなる群から選択される、請求項１２に記載のインクジェッ
トインク固定化組成物。
【請求項１４】
　着色剤を実質的に欠いている、請求項１～１３のいずれかに記載のインクジェットイン
ク固定化組成物。
【請求項１５】
　前記キャリアが、水性キャリアである、請求項１～１４のいずれかに記載のインクジェ
ットインク固定化組成物。
【請求項１６】
　直接インクジェット印刷のために好適である、請求項１～１５のいずれかに記載のイン
クジェットインク固定化組成物。
【請求項１７】
　ノズルからの付与のために以下の少なくとも一つによって特徴づけられる、請求項１６
に記載のインクジェットインク固定化組成物：
　１５ミクロン未満の最大粒子サイズ；
　２～４（Ｎ・ｓ）／ｍ２の範囲の剪断動粘度；
　３センチポアズ未満の室温ブルックフィールド粘度；
　２４～２６Ｎ／ｍの範囲の表面張力；及び
　５０～２０００オーム／センチメートルの電気抵抗。
【請求項１８】
　印刷ヘッドからの付与のために以下の少なくとも一つによって特徴づけられる、請求項
１６に記載のインクジェットインク固定化組成物：
　１ミクロン未満の最大粒子サイズ；
　８～２０（Ｎ・ｓ）／ｍ２の範囲の剪断動粘度；
　２５センチポアズ未満の室温ブルックフィールド粘度；
　２４～３２Ｎ／ｍの範囲の表面張力；及び
　５０～２０００オーム／センチメートルの電気抵抗。
【請求項１９】
　基体の上に印刷された画像であって、画像が、基体に付着されたフィルムの形態であり
、前記画像が、基体の表面でインク組成物と請求項１～１８のいずれかに記載のインクジ
ェットインク固定化組成物を接触させることによって前記フィルムを形成し、そして前記
フィルムを硬化することによって形成される、画像。
【請求項２０】
　前記インク組成物が、分散顔料、酸感受性剤、及びキャリアを含み、前記酸感受性剤が
、前記インクジェットインク固定化組成物と接触すると前記インク組成物の凝固を実施す
る、請求項１９に記載の画像。
【請求項２１】
　前記酸感受性剤が、分散された薬剤及び／又は乳化された薬剤の形態である、請求項２
０に記載の画像。
【請求項２２】
　前記酸感受性剤が、樹脂結合剤、分散剤、熱硬化性自己架橋樹脂、接着促進剤、及びフ
ィルム形成剤からなる群から選択される、請求項１９～２１のいずれかに記載の画像。
【請求項２３】
　前記酸感受性剤が、ポリアクリレート、ポリウレタン、ポリエーテル、ポリエステル、
ポリ塩化ビニル、ポリ酢酸ビニル、ポリビニルブチラール、アミノシリコーン、及びそれ
らのいずれかのコポリマー、塩もしくは組み合わせからなる群から選択される乳化された
又は分散されたアルカリ可溶性ポリマーである、請求項２２に記載の画像。
【請求項２４】
　前記インク組成物が、熱硬化性架橋剤をさらに含む、請求項１９～２３のいずれかに記



(4) JP 2021-500437 A 2021.1.7

10

20

30

40

50

載の画像。
【請求項２５】
　前記フィルムの静摩擦係数が０．５より低い、請求項１９～２４のいずれかに記載の画
像。
【請求項２６】
　前記フィルムの動摩擦係数が０．４４より低い、請求項１９～２３のいずれかに記載の
画像。
【請求項２７】
　請求項１９～２６のいずれかに記載の画像を表面に付けた基体。
【請求項２８】
　衣料、室内装飾布、及び寝具からなる群から選択される織物品である、請求項２７に記
載の基体。
【請求項２９】
　請求項１～１８のいずれかに記載のインクジェットインク固定化組成物、及び請求項１
９～２４のいずれかに記載のインク組成物を含むインクジェット印刷キット。
【請求項３０】
　前記インクジェットインク固定化組成物及び前記インク組成物の各々が、包装材料に別
個に包装されている、請求項２９に記載のインクジェット印刷キット。
【請求項３１】
　インクジェットインク固定化組成物が、前記インク組成物と接触させて前記インク組成
物を固定化するのに使用するため、並びに前記画像及び前記表面の摩擦係数を減少させる
ため、前記包装材料の中又は上に印刷で識別される、請求項３０に記載のインクジェット
印刷キット。
【請求項３２】
　基体の少なくとも一部を請求項１～１８のいずれかに記載のインクジェットインク固定
化組成物と接触させ、請求項１９～２４のいずれかに記載のインク組成物を基体の前記少
なくとも一部の上に付与し、それによって画像を印刷することを含む、基体の上に画像を
印刷する方法。
【請求項３３】
　前記インクジェットインク固定化組成物及び前記インク組成物が、各々個々に、別個の
アプリケーターによって基体の前記少なくとも一部に付与される、請求項３２に記載の方
法。
【請求項３４】
　前記インクジェットインク固定化組成物が、ノズル又はインクジェット印刷ヘッドによ
って付与される、請求項３３に記載の方法。
【請求項３５】
　前記インク組成物が、インクジェット印刷ヘッドによって付与される、請求項３３に記
載の方法。
【請求項３６】
　前記インクジェットインク固定化組成物が、前記インク組成物とインラインで付与され
る、請求項３３～３５のいずれかに記載の方法。
【請求項３７】
　前記インクジェットインク固定化組成物及び前記インク組成物が、協調して（ｃｏｎｃ
ｅｒｔｅｄｌｙ）、同時に（ｓｉｍｕｌｔａｎｅｏｕｓｌｙ）、同調して（ｓｙｎｃｈｒ
ｏｎｏｕｓｌｙ）、同時に（ｃｏｎｃｕｒｒｅｎｔｌｙ）、付随して（ｃｏｎｃｏｍｉｔ
ａｎｔｌｙ）、又は連続して（ｓｅｑｕｅｎｔｉａｌｌｙ）付与される、請求項３６に記
載の方法。
【請求項３８】
　前記インクジェットインク固定化組成物が、前記インク組成物が前記基体の上に付与さ
れる前に前記表面の上に付与され、前記インク組成物が、前記基体が前記インクジェット
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インク固定化組成物でなお湿潤している間に前記基体の上に付与される、請求項３６に記
載の方法。
【請求項３９】
　前記インク組成物が、前記インクジェットインク固定化組成物が前記基体の上に付与さ
れる前に前記表面の上に付与され、前記インクジェットインク固定化組成物が、前記基体
が前記インク組成物でなお湿潤している間に前記基体の上に付与される、請求項３６に記
載の方法。
【請求項４０】
　前記インク組成物及び前記インクジェットインク固定化組成物が、各々、実質的に同時
に（ｓｉｍｕｌｔａｎｅｏｕｓｌｙ）前記基体の上に付与される、請求項３６に記載の方
法。
【請求項４１】
　前記インク組成物を付与した後に画像を硬化することをさらに含む、請求項３２～４０
のいずれかに記載の方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、その一部の実施形態では、織物のためのデジタルインクジェット印刷技術に
関し、限定されないが、特に布帛の上に低摩擦カラー画像を直接デジタルインクジェット
印刷するための方法、機械、及び組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　布帛の上の直接インクジェット印刷は、基体の表面の上にフィルムを形成し、その結果
、着色剤（例えば顔料）粒子がフィルム中に埋め込まれ、フィルムが基体に付着すること
を含む。フィルムの接着性は、一般的に、基体中の官能基とフィルムの材料中の対応する
官能基の間で結合を形成することによって達成される。フィルムは、結合剤及び接着促進
剤（ここではまとめてフィルム形成剤として言及する）を含む。いったん「湿潤した」フ
ィルムが基体の上に印刷されると、それは、架橋を受け、それは、フィルムを硬化し、基
体との結合を形成する。硬化は、一般的に、熱又は他の形のエネルギーによって実施され
る。
【０００３】
　織物及び衣料のような吸収性基体の上に液体インクを直接インクジェット印刷すること
と関連した問題は、本出願人による米国特許出願公開第２０１５０１５２２７４及びＰＣ
Ｔ出願ＷＯ２００５／１１５０８９及びＷＯ２００５／１１５７６１において緩和されて
いる。これらの文献は、吸収性表面の結合部位との液体インク組成物の係合を妨げること
ができる湿潤組成物を吸収性表面上に付与することを含む、未処理の（化学的に予備処理
されていない基体）織物片のような吸収性表面の上に画像を印刷するための方法、組成物
、及び装置を教示する。これらの特許出願で教示された方法によれば、いったん湿潤組成
物が付与されると、液体インク組成物は、表面がまだ湿潤している間に付与される。この
方法を使用して、吸収性表面の上に躍動的なカラー画像が形成される。しかしながら、こ
れらの特許出願は、吸収性の薄黒い表面の上にカラー画像を印刷することに対処できない
。
【０００４】
　未処理の基体の表面の上で固定化組成物とカラーインク組成物とを接触させ、基体の上
にカラーインク組成物を凝固させ、それによって吸収性基体のフェザリングや吸収性基体
内のにじみを生じたりすることを最小にすることに基づくマルチパートインク組成物もま
た、米国特許出願Ｎｏ．１１／５８８２７７（米国特許出願公開Ｎｏ．２００７０１０４
８９９）及び米国特許出願シリアルＮｏ．１１／６０６２４２（米国特許出願公開Ｎｏ．
２００７０１０３５２９）において教示されている。
【０００５】
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　染色された織物及び衣料のような薄黒い基体の上に透明液体インクを直接インクジェッ
ト印刷することと関連した問題は、本出願人による米国特許Ｎｏ．７１３４７４９におい
て緩和されている。この文献は、未処理の薄黒い織物片の上にカラー印刷するための方法
及び装置を教示し、それは、インクジェット印刷ヘッドによって不透明白色インク層を未
処理の薄黒い織物片の上に直接デジタル印刷すること、及びカラー画像を白色インク層の
上にデジタル印刷することを含む。
【０００６】
　本出願人による米国特許Ｎｏ．８５４０３５８は、未処理の延伸可能な及び／又は可撓
性の基体の表面に付けられた弾性フィルムの形で画像を形成するためのインクジェットイ
ンク組成物を教示し、着色されかつ吸収性又は浸透性の延伸可能な材料のような様々な基
体の上にカラー画像をインクジェット印刷するためにそれを利用する方法を教示する。そ
れは、工程時間、インク及びエネルギー消費における高効率によって特徴づけられる。ま
た、この方法によって耐久性があり、洗濯しても色落ちしにくく、摩耗に強い画像をその
基体の上に印刷された製品が開示される。
【０００７】
　本出願人による米国仮特許出願Ｎｏ．６２／４５０１４６は、酸固定化インク組成物を
使用して、十分に接着された架橋フィルムの形で布帛の上に画像を形成することに基づい
て、染色された合成布帛の上にカラー画像を直接インクジェット印刷するための方法及び
インクセットを教示するが、低温硬化架橋剤を使用して、１２０±５℃より低い温度で画
像を硬化することによって、フィルムを硬化する工程における布帛から画像への染料移行
を回避する。
【０００８】
　未処理の布帛の上の顔料の直接インクジェット印刷は、上述の技術によって与えられる
改良を享有している。なぜなら、乳化及び懸濁された顔料粒子は、基体に付着しながら顔
料粒子を封入する透明フィルムを形成するフィルム形成剤（接着剤及び／又は結合剤）に
よって基体に結合されることを要求されるからである（基体が白色でない場合には、工程
は、不透明白色ベース層によって補足される）。上述の技術は、乳化されたフィルム形成
接着剤及びフィルム形成結合剤及び／又は懸濁顔料粒子の分散剤の存在を、これらの成分
の特性感受性種を利用することによって使用する。そこでは、これらの成分は、インクの
溶剤中でそれらの溶解性を失い、それによって基体の表面の上で特性調整剤（例えば酸）
と接触するときにインク組成物の凝固を起こす傾向がある。さらに、上述の技術は、フィ
ルムの様々な成分をそれら自身間で及び基体と架橋する能力に基づき、それは、高温でフ
ィルムを硬化する架橋剤を使用することによって得られる。
【０００９】
　基体の上に十分に接着された顔料含有フィルムを形成するための条件は、フィルム接着
性を改良するための様々な解決の発展に個人及び会社を導いている。しかしながら、これ
らの解決の大多数は、一部の試験基準に従えばフィルムの接着性、そして同様にフィルム
の伸張性を改良することに成功しているが、得られた顔料含有フィルムは、おそらくフィ
ルム中の顔料粒子の存在のため、又は硬化フィルムの摩擦係数のため、感触が粗いままか
又は粗く、時には粘着質になっている。
【００１０】
　相対的に高い摩擦係数を有する印刷物は、粗い手の感触と低い洗濯堅牢性を有する傾向
がある。従って、一般に織物、特に印刷された織物の摩擦係数の減少は、それらの機械化
された取り扱い時（例えば製造、乾燥、印刷及び切断時）の布帛の容易な流れの必要性で
始まって、完成した織物製品の求められる快適な手の感触及び高い洗濯堅牢性に続く、幾
つかの理由のために織物産業の条件であった。一部の製造者は、布帛を柔軟にしかつ滑ら
かにするために布帛の糸又は完成した布帛を予め処理することによって低摩擦係数を布帛
に与えようとしてきた。しかし、これらのアプローチの一部は、未処理布帛にオンザフラ
イ印刷する問題及び／又は予備処理布帛に印刷された画像の高摩擦係数に対して根本的な
解決を与えていない。
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【発明の概要】
【００１１】
　本発明は、繊維産業、特にデジタルインクジェット法によって実施されるデザイン及び
ファッション繊維産業の分野において有用な組成物及び方法を提供し、その組成物及び方
法は、印刷領域、及び画像のまわりの非印刷領域の摩擦係数を低下するように構成され、
実践される。本発明は、オンザフライ技術によって使用されることができる組成物を与え
ることによって、印刷された布帛を柔軟にしかつ滑らかにするための現在の方法と関連し
た問題に対する効率的でかつコスト効果的な解決策に向けられ、そこでは印刷領域の摩擦
係数の減少がインクがなお湿潤している（硬化していない）間に印刷工程のインラインで
実施され、印刷工程の前に柔軟性や平滑性を与えるための予備処理、又は柔軟性や平滑性
を与えるための布帛の乾燥及び後処理がない。
【００１２】
　本発明の一部の実施形態の態様によれば、特性調整剤、摩擦係数減少剤（ＦＣＲＡ）、
及びキャリアを含むインクジェットインク固定化組成物であって、前記特性調整剤が、基
体の表面のｐＨレベルを低下させる酸であり、それによってインク組成物が前記基体の表
面上でインクジェットインク固定化組成物と接触するとインク組成物の固定化を実施し、
前記ＦＣＲＡが、酸性条件下で安定であり、かつインクジェットインク固定化組成物の全
重量の少なくとも１５％の濃度でインクジェットインク固定化組成物に溶解可能である、
インクジェットインク固定化組成物が提供される。
【００１３】
　本発明の一部の実施形態によれば、インクジェットインク固定化組成物中の前記ＦＣＲ
Ａの前記濃度が、インクジェットインク固定化組成物の全重量の１５％～３５％の範囲で
ある。
【００１４】
　本発明の一部の実施形態によれば、インクジェットインク固定化組成物中の前記ＦＣＲ
Ａの前記濃度が、インクジェットインク固定化組成物の全重量の２５％である。
【００１５】
　本発明の一部の実施形態によれば、前記ＦＣＲＡが、カチオン性ポリシロキサン樹脂分
散液／乳濁液、カチオン性アミノ官能ポリシロキサン樹脂分散液／乳濁液、カチオン性４
級アンモニウム脂肪酸凝縮化合物分散液／乳濁液、及びそれらのいずれかの組み合わせか
らなる群から選択される。
【００１６】
　本発明の一部の実施形態によれば、前記分散液／乳濁液が、一不飽和脂肪酸、油、ワッ
クス、及びそれらのいずれかの組み合わせをさらに含む。
【００１７】
　本発明の一部の実施形態によれば、前記油が、植物油である。
【００１８】
　本発明の一部の実施形態によれば、前記ワックスが、植物ワックスである。
【００１９】
　本発明の一部の実施形態によれば、インクジェットインク固定化組成物は、２～６．５
の範囲のｐＨを有する。
【００２０】
　本発明の一部の実施形態によれば、インクジェットインク固定化組成物中の前記酸の濃
度が、インクジェットインク固定化組成物の全重量の０．５～１０％の範囲である。
【００２１】
　本発明の一部の実施形態によれば、前記酸が、小分子酸及び／又は酸性ポリマーである
。
【００２２】
　本発明の一部の実施形態によれば、前記小分子酸が、酢酸、プロピオン酸、ブタノール
酸、グリコール酸、乳酸、及びそれらのいずれかの組み合わせからなる群から選択される
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。
【００２３】
　本発明の一部の実施形態によれば、前記酸性ポリマーが、４０００～２００００ｇ／ｍ
ｏｌの範囲の平均分子量によって特徴づけられる。
【００２４】
　本発明の一部の実施形態によれば、前記酸性ポリマーが、ポリアクリル酸、酸性アルコ
キシル化ポリマー、ポリ（２－アクリルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸）、ポリ
（アクリル酸－コ－マレイン酸）、ポリ（ブタジエン－コ－マレイン酸）、ポリ（エチレ
ン－コ－アクリル酸）、ポリマレイン酸、ポリ（メタクリル酸）、ポリ（４－スチレンス
ルホン酸－コ－マレイン酸）、及びそれらのいずれかの混合物からなる群から選択される
。
【００２５】
　本発明の一部の実施形態によれば、インクジェットインク固定化組成物は、着色剤を実
質的に欠いている。
【００２６】
　本発明の一部の実施形態によれば、インクジェットインク固定化組成物の前記キャリア
が、水性キャリアである。
【００２７】
　本発明の一部の実施形態によれば、インクジェットインク固定化組成物は、直接インク
ジェット印刷機及び／又は印刷ヘッドに使用するために配合される。
【００２８】
　本発明の一部の実施形態によれば、インクジェットインク固定化組成物は、ノズルから
噴射するために配合され、従って以下の少なくとも一つによって特徴づけられる：
　１５ミクロン未満の最大粒子サイズ；
　２～４（Ｎ・ｓ）／ｍ２の範囲の剪断動粘度；
　３センチポアズ未満の室温ブルックフィールド粘度；
　２４～２６Ｎ／ｍの範囲の表面張力；及び
　５０～２０００オーム／センチメートルの電気抵抗。
【００２９】
　本発明の一部の実施形態によれば、インクジェットインク固定化組成物は、印刷ヘッド
から噴射するために配合され、従って以下の少なくとも一つによって特徴づけられる：
　１ミクロン未満の最大粒子サイズ；
　８～２０（Ｎ・ｓ）／ｍ２の範囲の剪断動粘度；
　２５センチポアズ未満の室温ブルックフィールド粘度；
　２４～３２Ｎ／ｍの範囲の表面張力；及び
　５０～２０００オーム／センチメートルの電気抵抗。
【００３０】
　本発明の一部の実施形態の態様によれば、基体の上に印刷された画像であって、画像が
、基体に付着されたフィルムの形態であり、前記画像が、基体の表面でインク組成物とイ
ンクジェットインク固定化組成物を接触させることによって前記フィルムを形成し、そし
て前記フィルムを硬化することによって形成される、画像が提供される。
【００３１】
　本発明の一部の実施形態によれば、前記インク組成物が、分散顔料、酸感受性剤、及び
キャリアを含み、前記酸感受性剤が、前記インクジェットインク固定化組成物と接触する
と前記インク組成物の凝固を実施する。
【００３２】
　本発明の一部の実施形態によれば、前記酸感受性剤が、分散された薬剤及び／又は乳化
された薬剤の形態である。
【００３３】
　本発明の一部の実施形態によれば、前記酸感受性剤が、樹脂結合剤、分散剤、熱硬化性
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自己架橋樹脂、接着促進剤、及びフィルム形成剤からなる群から選択される。
【００３４】
　本発明の一部の実施形態によれば、前記酸感受性剤が、ポリアクリレート、ポリウレタ
ン、ポリエーテル、ポリエステル、ポリ塩化ビニル、ポリ酢酸ビニル、ポリビニルブチラ
ール、アミノシリコーン、及びそれらのいずれかのコポリマー、塩もしくは組み合わせか
らなる群から選択される乳化された又は分散されたアルカリ可溶性ポリマーである。
【００３５】
　本発明の一部の実施形態によれば、前記インク組成物が、熱硬化性架橋剤をさらに含む
。
【００３６】
　本発明の一部の実施形態によれば、前記フィルムの静摩擦係数が０．５より低い。
【００３７】
　本発明の一部の実施形態によれば、前記フィルムの動摩擦係数が０．４４より低い。
【００３８】
　本発明の一部の実施形態の態様によれば、本明細書に与えられる組成物及び方法によっ
て与えられる画像を表面に付けた基体が提供される。
【００３９】
　本発明の一部の実施形態によれば、基体は、衣料、室内装飾布及び寝具からなる群から
選択される織物品（ｔｅｘｔｉｌｅ　ｐｉｅｃｅ）である。
【００４０】
　本発明の一部の実施形態の態様によれば、本明細書に与えられるインクジェットインク
固定化組成物、及び本明細書に規定されるインク組成物を含むインクジェット印刷キット
が提供される。
【００４１】
　本発明の一部の実施形態によれば、キット中の前記インクジェットインク固定化組成物
及び前記インク組成物の各々が、包装材料に別個に包装されている。
【００４２】
　本発明の一部の実施形態によれば、キットにおいて、インクジェットインク固定化組成
物が、インク組成物と接触させてインク組成物を固定化するのに使用するため、並びに画
像及び表面の摩擦係数を減少させるため、包装材料の中又は上に印刷で識別される。
【００４３】
　本発明の一部の実施形態の態様によれば、基体の少なくとも一部を本明細書に与えられ
たインクジェットインク固定化組成物と接触させ、本明細書に規定されるインク組成物を
基体の前記少なくとも一部の上に付与し、それによって画像を印刷することを含む、基体
の上に画像を印刷する方法が提供される。
【００４４】
　本発明の一部の実施形態によれば、前記インクジェットインク固定化組成物及び前記イ
ンク組成物が、各々個々に、別個のアプリケーターによって基体の前記少なくとも一部に
付与される。
【００４５】
　本発明の一部の実施形態によれば、前記インクジェットインク固定化組成物が、ノズル
又はインクジェット印刷ヘッドによって付与される。
【００４６】
　本発明の一部の実施形態によれば、前記インク組成物が、インクジェット印刷ヘッドに
よって付与される。
【００４７】
　本発明の一部の実施形態によれば、前記インクジェットインク固定化組成物が、前記イ
ンク組成物とインラインで付与される。
【００４８】
　本発明の一部の実施形態によれば、前記インクジェットインク固定化組成物及び前記イ
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ンク組成物が、協調して（ｃｏｎｃｅｒｔｅｄｌｙ）、同時に（ｓｉｍｕｌｔａｎｅｏｕ
ｓｌｙ）、同調して（ｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓｌｙ）、同時に（ｃｏｎｃｕｒｒｅｎｔｌ
ｙ）、付随して（ｃｏｎｃｏｍｉｔａｎｔｌｙ）、又は連続して（ｓｅｑｕｅｎｔｉａｌ
ｌｙ）付与される。
【００４９】
　本発明の一部の実施形態によれば、前記インクジェットインク固定化組成物が、前記イ
ンク組成物が前記基体の上に付与される前に前記表面の上に付与され、前記インク組成物
が、前記基体が前記インクジェットインク固定化組成物でなお湿潤している間に前記基体
の上に付与される。
【００５０】
　本発明の一部の実施形態によれば、前記インク組成物が、前記インクジェットインク固
定化組成物が前記基体の上に付与される前に前記表面の上に付与され、前記インクジェッ
トインク固定化組成物が、前記基体が前記インク組成物でなお湿潤している間に前記基体
の上に付与される。
【００５１】
　本発明の一部の実施形態によれば、前記インク組成物及び前記インクジェットインク固
定化組成物が、各々、実質的に同時に（ｓｉｍｕｌｔａｎｅｏｕｓｌｙ）前記基体の上に
付与される。
【００５２】
　本発明の一部の実施形態によれば、本明細書に与えられた方法は、前記インク組成物を
付与した後に画像を硬化することをさらに含む。
【００５３】
　別途定義されない限り、本明細書で使用されるすべての技術的用語および／または科学
的用語は、本発明が属する技術分野の当業者によって一般に理解されるのと同じ意味を有
する。本明細書に記載される方法および材料と類似または同等である方法および材料を本
発明の実施または試験において使用することができるが、例示的な方法および／または材
料が下記に記載される。矛盾する場合には、定義を含めて、本特許明細書が優先する。加
えて、材料、方法および実施例は例示にすぎず、限定であることは意図されない。
【発明を実施するための形態】
【００５４】
　本発明は、その一部の実施形態では、インクジェット印刷技術に関し、限定されないが
、特に布帛の上に低摩擦カラー画像を直接インクジェット印刷するための方法、機械、及
び組成物に関する。
【００５５】
　本発明の少なくとも１つの実施形態を詳細に説明する前に、本発明は、その適用におい
て、下記の説明に示される細部、または、実施例によって例示される細部に必ずしも限定
されないことを理解しなければならない。本発明は他の実施形態が可能であり、あるいは
、様々な方法で実施、または、実行される。
【００５６】
　上述したように、印刷された布帛、特に粒子状着色剤で印刷されたものは、様々な通常
の使用条件下で粗い手の感触及び低い堅牢性の問題を持つ。一般的に、これらの問題は、
糸、完成した布帛、又は印刷後の衣料に柔軟剤を加えることによって解決される。上述し
たように、これらのアプローチは、コストがかかり、時間を消費し、複雑である。
【００５７】
　潤滑剤の使用は、表面の摩擦係数を減少することに等価ではなく、それは、物質又は少
なくともその表面の機械特性の変化であり、物質中にある材料を組み入れてその表面の摩
擦係数を減少させることは、潤滑剤の使用を不必要なものにしうることが注目される。
【００５８】
　本発明者は、印刷された布帛を柔軟化及び平滑化するための根本的な解決策を考えた。
その解決策は、標準的なデジタルインクジェット印刷プロセスの一部であることができ、
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かついずれのタイプの布帛の上の全てのタイプの色画像に使用されることができるもので
ある。本発明者は、印刷プロセスの前に布帛の表面の上に又は印刷プロセス後に画像の上
に柔軟剤又は潤滑剤を付与するよりむしろ、インクがなお湿潤している（未硬化）間に印
刷プロセス中に基体の上に付与される液体組成物中に溶解、乳化又は分散された特定の材
料を使用することが、材料の機械特性を表面においてだけでなく印刷プロセスによって形
成されるフィルム全体においても変化させるので有利であると考えた。従って、本明細書
で与えられる組成物及び方法は、摩耗がフィルム表面で起こるときに長く続く解決策を与
える。なぜなら画像の表面の上に付与される潤滑剤は、除去又は消失するとすぐにその摩
擦減少特性を失うのに対して、フィルムの低摩擦係数は長期間維持されるからである。
【００５９】
　本発明を実践しようとするとき、繊維産業で使用される一部の従来知られている柔軟剤
が液体インクジェット組成物の一つ以上の重要な特性と適合しないことが見出された。基
体の上の印刷領域の摩擦係数を減少させることができる好適な薬剤を十分な量で含有する
ことができるインク組成物について探求しているとき、十分な又は許容可能な結果を達成
するために、必要とされる量がインク組成物を不安定にすることが見出された。次いで酸
性条件下で安定している摩擦係数減少剤（ＦＣＲＡ）の群は、着色されたインク組成物が
吸収性織物基体の中又は上ににじんだり、フェザリングしたり、融合したりすることを防
止するために着色されたインク組成物を固定化するために印刷プロセスで使用される固定
化組成物の一部として十分な量で使用されることができることを見出した。本発明を実践
しようとするとき、ある基準に従って選択すれば、固定化組成物が組成物の全重量の３０
％までの前例のない量で好適なＦＣＲＡを含むことができ、必要な化学安定性、効果的な
インク固定化、及び必要な非染色／非着色の特性を維持しながら、布帛及び印刷領域の摩
擦係数の有意な減少を実施できることを驚くべきことに見出した。
【００６０】
　固定化組成物：
　本発明の実施形態によれば、摩擦係数減少剤を含有する固定化組成物（ＦＣＲＡ含有固
定化組成物）は、分散された着色剤、特性感受性剤（例えばアルカリ可溶性剤）、フィル
ム形成剤、及びキャリアを含むインク組成物の固定化に導くインク組成物中の変化を起こ
すことができ、一方インク滴の固定化は、基体の表面の上に二種の組成物を接触させ、各
々がなお液体でありかつ未硬化であるときに実施される。
【００６１】
　簡単に述べると、インク組成物の固定化は、一般的に、特に織物のような吸収性基体の
上にインク組成物をインクジェット印刷するとき、基体の表面の中／上のインク組成物の
インク間混合（一つより多い色が印刷のために使用されるとき）、にじみ、分散及びフェ
ザリング（これらは、本明細書においてまとめてブリーディングとして言及される）を制
限又は阻止する目的を伴なって基体の表面の少なくとも一部分の上で実施される。インク
組成物の固定化は、さらに基体の表面の上にフィルムを形成することを助け、それによっ
て改良された色解像度及び洗濯堅牢性を有する完成した硬化印刷画像を与える。本発明の
一部の実施形態によれば、基体は、織布又は不織布、布、衣料、及び／又は衣類片のよう
な繊維基体である。
【００６２】
　定量的に、本発明の実施形態の文脈における「固定化」は、色が付いたインク組成物の
粘度を１０倍、５０倍、１００倍、５００倍、１０００倍、又は２０００倍、及びそれよ
り多く高めるものとして規定される。例えば、与えられた色が付いたインク組成物が１０
～１３ｃｐの粘度を有することによって特徴づけられるとき、それは、その粘度が凝固の
結果として約２０００ｃｐ又はそれより高くに高められるときに固定化されたとして規定
される。一部の実施形態では、用語「固定化」は、液体の滴が流れたり、にじんだり、ブ
リーディングしたり、分散したり、フェザリングしたりする傾向が少ないように、液体の
粘度の大幅な増加を示すために使用される。
【００６３】
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　従って、本発明の一部実施形態による、液体インク組成物の滴に影響する化学的及び／
又は物理的変化は、一般的に、「固定化」として言及される。本発明の一部の実施形態に
よる、インク組成物中に起こる化学的及び機械的変化の文脈では、本明細書で使用される
用語「固定化」は、用語「凝固（ｃｏａｇｕｌａｔｉｏｎ）」、「凝固（ｃｏｎｇｅｌａ
ｔｉｏｎ）」、「凝結（ｆｌｏｃｃｕｌａｔｉｏｎ）」、「沈殿（ｐｒｅｃｉｐｉｔａｔ
ｉｏｎ）」、「増粘（ｔｈｉｃｋｅｎｉｎｇ）」、又は「ゲル化（ｇｅｌａｔｉｏｎ）」
と交換可能であり、以前は流動性であった液体の流動性の大幅な減少を示す。凝固は、組
成物中の可溶性成分の沈降、沈殿、部分凝固、及び部分重合によっても実施されることが
できる。本明細書で使用される用語「沈降」は、顔料粒子のような懸濁コロイド又は乳化
物質の不安定化を示す。本明細書で使用される用語「凝結」は、ポリマー鎖による粒子間
の架橋を示し、それは、それらが沈降又は沈殿するかもしれない凝集粒子又はより大きな
凝集体を形成させる。
【００６４】
　本発明の一部の実施形態によれば、ＦＣＲＡ含有固定化組成物は、ＦＣＲＡ剤を担持し
て基体に送出し、基体の表面を酸性環境にするために配合される。ＦＣＲＡ含有固定化組
成物は、着色剤を含有せず、従って実質的に透明でかつ無色であり、基体の上に目立つ印
を残さないように意図される。従って、本発明の一部の実施形態によれば、ＦＣＲＡ含有
固定化組成物は、着色剤を本質的に欠いている。
【００６５】
　デジタル印刷のために好適な摩擦係数減少剤：
　従って、本発明の実施形態の態様によれば、デジタルインクジェット印刷プロセスに使
用するためのインクジェットインク固定化組成物が提供され、それは、相溶性のあるイン
クジェットカラーインク組成物の固定化を、基体の表面の上でそれらの間で接触が生じる
と実施するように設計及び配合され、さらに印刷プロセスの結果として印刷された基体の
上に形成された画像（フィルム）の摩擦係数の減少を実施するように設計及び配合されて
いる。固定化組成物は、特性調整剤、好適な摩擦係数減少剤（ＦＣＲＡ）、及びキャリア
を含み、特性調整剤は、基体の表面でｐＨレベルを低下させる酸であり、摩擦係数減少剤
は、酸性条件下で安定であり、かつ固定化組成物に可溶性である。
【００６６】
　迅速なインク固定化を実施するために、本明細書に与えられた固定化組成物は、２～６
．５の範囲の酸性ｐＨを有する。本発明の一部の実施形態によれば、ＦＣＲＡ剤を含む固
定化組成物のｐＨは、６．５より低い、６より低い、５．５より低い、５より低い、又は
４．５より低いように配合される。一部の実施形態では、本明細書で与えられる固定化組
成物のｐＨは、４～６．５又は４～６の範囲である。
【００６７】
　本発明者は、一部のデジタル印刷プロセスにおいて、固定化組成物は、基体の上に控え
めに付与されるので、固定化組成物中のＦＣＲＡの濃度は、業界で広く使用されている濃
度（それは、一般的に５％未満又は３％未満である）よりかなり高いようにすべきである
ことを見出した。しかしながら、固定化組成物の酸性ｐＨは、摩擦係数の希望の減少を達
成できる十分な濃度で酸性組成物中に含めかつ溶解させることができながら、ＦＣＲＡの
使用を酸性ｐＨレベルで化学的に安定しているものに制限する。この十分な濃度は、本発
明の一部の実施形態によれば、組成物の全重量の少なくとも１５重量％である。一部の実
施形態では、固定化組成物中のＦＣＲＡの濃度は、少なくとも１７％、２０％、２３％、
２５％、２７％、３０％、３２％、又は少なくとも３５％である。一部の実施形態では、
固定化組成物中のＦＣＲＡの濃度は、組成物の全重量の１５～３５％の範囲である。一部
の実施形態では、固定化組成物中のＦＣＲＡの濃度は、組成物の全重量の２５％である。
【００６８】
　本発明の実施形態の文脈において使用するために好適であるために、ＦＣＲＡは、酸性
固定化組成物において化学的に安定であるように選択される。用語「化学的に安定」又は
単に「安定」は、ＦＣＲＡがその構造及び／又は摩擦係数減少機能を維持することができ
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、かつ固定化組成物において溶解又は懸濁したままであることを示す。好適なＦＣＲＡを
選択する間に、本発明者は、カチオン性ＦＣＲＡの例示的なファミリーが酸性媒体中で安
定しかつ溶解可能／懸濁可能であることを見出した。本発明の一部の実施形態の文脈にお
いて使用するために好適である例示的なカチオン性ＦＣＲＡは、カチオン性ポリシロキサ
ン樹脂分散液／乳濁液、カチオン性アミノ官能（アミノ変性）ポリシロキサン樹脂分散液
／乳濁液、カチオン性４級アンモニウム脂肪酸凝縮化合物分散液／乳濁液、及びそれらの
いずれかの組み合わせを含む。
【００６９】
　本発明の一部の実施形態の文脈に使用するために好適である商業的に入手可能なＦＣＲ
Ａは、限定されないが、ＲＵＣＯＦＩＮ（登録商標）ＡＶＯ　ＮＥＷ（それは、カチオン
性ポリシロキサン化合物、天然植物油、及びアボカド油生成物に基づく植物ワックスの調
製物であり、５．０～５．５のｐＨを有する）；ＰＥＲＲＵＳＴＯＬ（登録商標）ＣＣＦ
（それは、５～６．５のｐＨを有するカチオン性脂肪酸凝縮化合物である）；ＲＵＣＯＦ
ＩＮ（登録商標）ＧＥＳ　ＮＥＷ（それは、５．０～５．５のｐＨを有するカチオン性ポ
リシロキサン化合物である）；ＲＵＣＯＦＩＮ（登録商標）ＧＳＰ　２００　ＮＥＷ（そ
れは、５．０～５．５のｐＨを有するポリシロキサンのカチオン性化合物である）；ＰＥ
ＲＲＵＳＴＯＬ（登録商標）ＨＮＳ　ＮＥＷ（それは、５～６のｐＨを有するポリエチレ
ンと脂肪酸凝縮化合物のカチオン性調製物である）；ＲＵＣＯＦＩＮ　ＧＮＨ（それは、
ノニオン性で、酸媒体中で弱カチオン性であるポリシロキサン化合物である）；ＲＵＣＯ
ＦＩＮ　ＧＡＡ（それは、カチオン性ポリシロキサン化合物である）；ＲＵＣＯＦＩＮ　
ＧＷＥ（それは、ノニオン性（酸性媒体中でわずかにカチオン性）のポリシロキサン化合
物である）；ＲＵＣＯＦＩＮ　ＧＷＭ（それは、ノニオン性（酸性媒体中でわずかにカチ
オン性）のポリシロキサン化合物である）；ＲＵＣＯＦＩＮ　ＧＷＳ（それは、ノニオン
性ポリシロキサンである）；ＲＵＣＯＦＩＮ　ＧＷＴ（それは、ノニオン性ポリシロキサ
ンである）；ＲＵＣＯＦＩＮ　ＨＨＭ（それは、カチオン性ポリシロキサン化合物である
）；ＲＵＣＯＦＩＮ　ＨＳＦ（それは、カチオン性オルガノポリシロキサンである）；Ｒ
ＵＣＯＦＩＮ　ＨＳＶ　ＮＥＷ（それは、脂肪酸凝縮化合物、シリコーン、及びポリエチ
レンのカチオン性調製物である）；ＲＵＣＯＦＩＮ　ＬＡＮ　ＮＥＷ（それは、ノニオン
性ポリシロキサン及びワックス混合物である）；ＲＵＣＯＦＩＮ　ＭＡＸ；ＲＵＣＯＦＩ
Ｎ　ＭＩＮ；ＲＵＣＯＦＩＮ　ＰＳＯ；ＲＵＣＯＦＩＮ　ＲＭＷ（それらは、ノニオン性
ポリシロキサン化合物である）；ＲＵＣＯＦＩＮ　ＳＩＱ及びＳＱＳ　ＮＥＷ（それらは
、カチオン性ポリシロキサン化合物である）；ＷＡＣＫＥＲのシリコーン液体乳濁液；Ｗ
ＡＣＫＥＲのＰｏｗｅｒｓｏｆｔ　ＡＥ６６；ＷＡＣＫＥＲのＰｏｗｅｒｓｏｆｔ　ＦＥ
５５；ＷＡＣＫＥＲのｆｉｎｉｓｈ　ＣＴ３４Ｅ；ＷＡＣＫＥＲのｆｉｎｉｓｈ　ＣＴ４
５Ｅ；ＷＡＣＫＥＲのｆｉｎｉｓｈ　ＣＴ７８Ｅ；ＷＡＣＫＥＲのｆｉｎｉｓｈ　ＣＴ９
５Ｅ；ＷｅｔｓｏｆｔのＣＴＡ；ＷｅｔｓｏｆｔのＮＥ２３０；ＷｅｔｓｏｆｔのＮＥ５
８０；ＡＳＵＴＥＸのシリコーンマイクロ乳濁液；ＡｓｕｍｉｎのＥＣ２５　ｍｉｃｒｏ
；ＡｓｕｍｉｎのＮＡ－Ｔ；ＡｓｕｍｉｎのＨ　ｍｉｃｒｏ；ＡｓｕｍｉｎのＭＨ　ｍｉ
ｃｒｏ３６；ＡｓｕｍｉｎのＷ　ｍｉｃｒｏなどを含む。
【００７０】
　一部の実施形態では、ＦＣＲＡは、一不飽和脂肪酸、油、ワックス、及びそれらのいず
れかの組み合わせ（それらに限定されない）のような添加剤を補充される。一部の実施形
態では、油又はワックスは、植物油又はワックスである。
【００７１】
　特性調整剤：
　本明細書に与えられたインク固定化組成物は、相溶可能なカラーインク組成物がこれと
接触すると液体になりにくくなるように設計及び配合される。これは、組成物全体、又は
その中の少なくとも分散された着色剤が特性調整剤と接触するときに組成物全体、又はそ
の中の少なくとも分散された着色剤を凝集させる相補的な特性感受性剤をカラーインク組
成物中で使用することによって達成される。特性調整剤として酸が使用される場合、特性
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感受性剤は、低ｐＨに感受性がある（酸性感受性又は酸反応性の）カラーインク組成物中
のいずれかの要素及び成分であることができる。これらは、以下に説明される。
【００７２】
　本発明の一部の実施形態では、固定化組成物の低ｐＨは、組成物の全重量の０．５％～
１０％の範囲の濃度で特性調整剤、即ち酸をそこに含めることによって与えられる。一部
の実施形態では、特性調整剤の濃度は、固定化組成物の全重量の約０．５％、１％、２％
、３％、４％、５％、６％、７％、８％、９％又は約１０％である。
【００７３】
　酸は、ユーザーの好み、工業的規制、意図した使用などに依存して、小分子酸及び酸性
ポリマーであることができる。
【００７４】
　小分子酸、有機酸、又はポリマー酸は、例えばｐＨ感受性アルカリ可溶性剤を含むイン
ク組成物を凝固／凝結させることができ、一部の酸は、一部の実施形態及び印刷条件及び
タスクにおいて使用するために好ましいかもしれない。好ましさに劣る酸は、顕著な臭い
を付与する酸を含むか、又は基体を焼き尽くしたり、又は基体にしみを残したり、又はイ
ンク組成物又は基体中の染料を移行させるかもしくはそうでなければ消失させるかもしれ
ない。本発明の実施形態によれば、好適な酸は、グリコール酸（揮発性）、酢酸（幾らか
の酢臭を伴なって揮発性）、乳酸（高温で二量体化）、リンゴ酸、アスコルビン酸、マレ
イン酸、安息香酸、及び幾つかのポリマー酸（酸性ポリマー）、及びそれらのいずれかの
組み合わせを含む。
【００７５】
　一部の実施形態では、小分子酸は、一時的な酸、即ち揮発性でありかつ蒸発されること
ができる酸、又は硬化もしくは後印刷プロセス中に化学的に変化される酸であることがで
きる。例示的な小分子酸は、酢酸、プロピオン酸、ブタノール酸、グリコール酸、乳酸、
及びそれらのいずれかの組み合わせを含む。
【００７６】
　酸性ポリマーを使用するとき、本発明の一部の実施形態では、ポリマーは、４０００ｇ
／ｍｏｌ～２００００ｇ／ｍｏｌの範囲の平均分子量によって特徴づけられる。例示的な
酸性ポリマーは、限定されないが、ポリアクリル酸、酸性アルコキシル化ポリマー、ポリ
（２－アクリルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸）、ポリ（アクリル酸－コ－マレ
イン酸）、ポリ（ブタジエン－コ－マレイン酸）、ポリ（エチレン－コ－アクリル酸）、
ポリマレイン酸、ポリ（メタクリル酸）、ポリ（４－スチレンスルホン酸－コ－マレイン
酸）、及びそれらのいずれかの混合物を含む。
【００７７】
　本発明の一部の実施形態では、ＦＣＲＡ含有固定化組成物は、固定化組成物の全重量の
約０．１％～約２０％の範囲の全量で、又は固定化組成物の全重量の０．５～１５％もし
くは０．５～１０％、０．１～５％もしくは０．５～４％もしくは０．５～３％もしくは
１～５％もしくは１～４％もしくは１～３％もしくは１～２％の範囲の全量で一種以上の
酸性剤（酸）を含むことができる。もし一種以上の酸が利用されるなら、各酸は、固定化
組成物中の酸の全量が望ましい範囲内である限り、酸のブレンドを含む０～１００％の間
の任意の割合で存在させることができる。
【００７８】
　一部の実施形態によれば、固定化組成物は、基体の上に望ましくない痕跡を残さずに希
望のｐＨ範囲を確実にするためにアンモニア／アンモニウム塩基又は別の揮発性アミンの
ような好適な塩又は弱塩基によって緩衝されることができる。緩衝は、トリス（ヒドロキ
シメチルアミノメタン）（Ｔｒｉｓ又はＴＨＡＭとしても言及される）のような弱アミン
のような、限定されない緩衝剤によって達成されることができる。
【００７９】
　一部の実施形態によれば、固定化組成物は、アンモニウムベースの緩衝剤を本質的に欠
いている。驚くべきことに、酸のアンモニウム塩（例えば乳酸アンモニウム）のような緩
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衝剤は、ＦＣＲＡを不安定にし、組成物の段階的なゲル化を起こし、突極的には印刷ヘッ
ドの詰まり及び噴射速度の不安定に導くことが見出された。
【００８０】
　キャリア及び任意の添加剤：
　本発明の一部の実施形態によれば、固定化組成物は、水性であり、即ち第一キャリアは
、水を含む。一部の実施形態では、水性キャリアは、水混和性有機溶媒をさらに含む。水
対水混和性有機溶媒の比は、１００：１～１：１の範囲である。水混和性有機溶媒の例示
的なファミリーは、グリコールエーテルを含み、それは、限定されないが、ジプロピレン
グリコールメチルエーテル、エチレングリコールモノメチルエーテル、エチレングリコー
ルモノエチルエーテル、エチレングリコールモノプロピルエーテル、エチレングリコール
モノイソプロピルエーテル、エチレングリコールモノブチルエーテル、エチレングリコー
ルモノフェニルエーテル、エチレングリコールモノベンジルエーテル、ジエチレングリコ
ールモノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、及びジエチレング
リコールモノ－ｎ－ブチルエーテルを含む。
【００８１】
　本発明の一部の実施形態によれば、水性キャリアは、界面活性剤又は浸透剤、例えばグ
リコールエーテル及び１，２－アルカンジオール、例えばエチレングリコールモノブチル
エーテル、ジエチレングリコールモノ－ｎ－プロピルエーテル、エチレングリコールモノ
イソプロピルエーテル、ジエチレングリコールモノイソプロピルエーテル、エチレングリ
コールモノ－ｎ－ブチルエーテル、エチレングリコールモノ－ｔ－ブチルエーテル、ジエ
チレングリコールモノ－ｎ－ブチルエーテル、トリエチレングリコールモノ－ｎ－ブチル
エーテル、ジエチレングリコールモノ－ｔ－ブチルエーテル、１－メチル－１－メトキシ
ブタノール、プロピレングリコールモノ－ｔ－ブチルエーテル、プロピレングリコールモ
ノ－ｎ－プロピルエーテル、プロピレングリコールモノ－イソプロピルエーテル、プロピ
レングリコールモノ－ｎ－ブチルエーテル、ジプロピレングリコールモノ－ｎ－ブチルエ
ーテル、ジプロピレングリコールモノ－ｎ－プロピルエーテル、及びジプロピレングリコ
ールモノ－イソプロピルエーテルを含めることによって速い浸透（迅速乾燥）をなすこと
ができる。１，２－アルカンジオールは、好ましくは１，２－Ｃ４～６アルカンジオール
、最も好ましくは１，２－ヘキサンジオールである。好適な界面活性剤は、エトキシル化
アセチレンジオール（例えばＡｉｒ　ＰｒｏｄｕｃｔｓからのＳｕｒｆｙｎｏｌｓ（登録
商標）シリーズ）、エトキシル化第一級（例えばＳｈｅｌｌからのＮｅｏｄｏｌ（登録商
標）シリーズ）及び第二級（例えばＵｎｉｏｎ　ＣａｒｂｉｄｅからのＴｅｒｇｉｔｏｌ
（登録商標）シリーズ）アルコール、スルホスクシネート（例えばＣｙｔｅｃからのＡｅ
ｒｏｓｏｌ（登録商標）シリーズ）、オルガノシリコーン（例えばＷｉｔｃｏからのＳｉ
ｌｗｅｔ（登録商標）シリーズ）、及びフルオロ界面活性剤（例えばＤｕＰｏｎｔからの
Ｚｏｎｙｌ（登録商標）シリーズ）を含む。
【００８２】
　固定化組成物に添加されるグリコール、グリコールエーテル、プロピレングリコール、
モノエチレングリコール、及び／又は１，２－アルカンジオールの全量は、ハイエンドで
は、組成物の全重量に基づいて、一般的には約１０～約４０重量％、より一般的には約２
０～約５０重量％の範囲であり、ローエンドでは、組成物の全重量に基づいて、一般的に
は約５～約１５重量％、より一般的には約２～約１０重量％である。界面活性剤は、組成
物の全重量に基づいて、一般的には約０．０１～約５重量％、好ましくは約０．２～２重
量％の量で使用されることができる。
【００８３】
　物理的／機械的特性：
　本明細書で与えられるＦＣＲＡ含有固定化組成物は、インクジェット印刷プロセスのイ
ンラインでのその付与のために好適であるように配合される。換言すれば、固定化組成物
は、印刷プロセスの前の予備処理工程よりむしろ印刷工程の一部として基体の上に直接付
与されるように設計され、それはインクジェット印刷工程のオフラインを起こしうる。か
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かる配合は、特に組成物がインクジェット機構の一部、特に直接インクジェット印刷に関
係する部分を形成するインクジェットアプリケーターのために好適であることが要求され
るという意味において、固定化組成物の幾らかの制限を受ける。
【００８４】
　本明細書で与えられるＦＣＲＡＣ含有固定化組成物の機械的特性は、少なくともある程
度、基体の上に組成物を付与するために使用される液体アプリケーターの特性と相関して
いる。好適なアプリケーターは、一般的に相対的に低い解像度で基体の相対的に大きい領
域をカバーするために使用される高出力容量スプレーノズル、及びインクジェット印刷ヘ
ッドを含み、インクジェット印刷ヘッドは、より専用品で複雑であり、相対的に低い出力
容量で正確な滴配置（高解像度）のために使用される。簡単のため、用語「ノズル」は、
本明細書では、高出力低解像度液体アプリケーターを示すために使用され、用語「印刷ヘ
ッド」は、低出力高解像度液体アプリケーターを示すために使用される。出力容量はまた
、相対スピード（アプリケーターが、印刷プロセス時に基体の上を移動するスピード（又
は基体が、印刷プロセス時にアプリケーターの下を移動するスピード））によって影響さ
れることがあるが、出力容量は、単位時間あたり単位面積に送出される液体の全量を報告
することによって相対移動を考慮しながら決定される。一般的な印刷ヘッドは、任意の与
えられた画像セグメント（「ピクセル」）、パレット移動、及び印刷ヘッド周波数で変動
デジタルカラー条件に従ってインクを送出し、一方、一般的なスプレーノズルは、パレッ
ト移動によって変動される経過時間あたりの液体の一定圧力下で一定量を送出する。例示
的な比較のため、ノズルのスプレー出力容量は、約１．５ｂａｒの圧力で平方インチあた
り約４～５グラムの範囲であるが、印刷ヘッドの噴射出力容量は、平方インチあたり約０
．０２～０．０５グラムの範囲である。
【００８５】
　一部の実施形態によれば、ＦＣＲＡ含有固定化組成物がノズルによって付与（スプレー
）されるように設計されるとき（本明細書では、スプレー可能な摩擦係数減少組成物、又
はＳＦＣＲ組成物として言及される）、その成分は、組成物が以下の条件の少なくとも一
つを示す（によって特徴づけられる）ように選択及び／又は処理される：
　１０，１５又は２０ミクロン未満の最大粒子サイズ；
　２～４（Ｎ・Ｓ）／ｍ２の範囲の剪断動粘度；
　３センチポアズ未満の室温ブルックフィールド粘度；
　２４～２６Ｎ／ｍの範囲の表面張力；及び
　５０～２０００オーム／センチメートルの電気抵抗。
【００８６】
　一部の実施形態によれば、ＦＣＲＡ含有固定化組成物が印刷ヘッドによって付与（噴射
）されるように設計されるとき（本明細書では、噴射可能な摩擦係数減少組成物、又はＪ
ＦＣＲ組成物として言及される）、その成分は、組成物が以下の条件の少なくとも一つを
示す（によって特徴づけられる）ように選択及び／又は処理される：
　１，５又は１０ミクロン未満の最大粒子サイズ；
　８～２０（Ｎ・Ｓ）／ｍ２の範囲の剪断動粘度；
　２５センチポアズ未満の室温ブルックフィールド粘度；
　２４～３２Ｎ／ｍの範囲の表面張力；及び
　５０～２０００オーム／センチメートルの電気抵抗。
【００８７】
　本発明の一部の実施形態によれば、ＦＣＲＡ含有固定化組成物は、水ベースの組成物で
あり、固定化組成物のキャリア、即ち第一キャリアは、水性キャリア又は水である。
【００８８】
　相溶可能なカラーインク組成物：
　本明細書で与えられるＦＣＲＡ含有固定化組成物は、相溶可能なカラーインク組成物（
ここでは短く「インク組成物」として言及される）と、即ち基体の表面に着色剤を担持す
る液体インクジェット配合物と相互作用し、それによって印刷された画像又はデザインを
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その上に形成するように設計される。
【００８９】
　インク組成物は、着色剤（一般的には分散された顔料又は別の固体粒子状着色剤）、特
性感受性剤、フィルム形成剤（結合剤）、及びキャリアを含む。インク組成物は、追加の
樹脂結合剤、追加のフィルム形成剤、追加の接着促進剤、湿潤剤、界面活性剤、粘度改変
剤、及び追加の分散剤のような他の成分をさらに含むことができる。
【００９０】
　本明細書で使用される用語「着色剤」は、印刷された画像に希望の色を付与する物質を
記載する。着色剤は、顔料、染料又はいずれかの他の形態の色担持物質であることができ
る。顔料及び他の固体粒子状着色剤は、一般的に分散された粒子としてインク組成物のキ
ャリア中で懸濁される。一方、染料は、インク組成物のキャリア中で溶解される着色剤で
ある。一部の染料は、キャリアと乳濁液を形成する不溶解液であることができる。本発明
の実施形態によれば、着色剤は、分散された顔料及び他の固体粒子状着色剤である。
【００９１】
　一部の実施形態によれば、特性感受性剤は、分散された薬剤及び／又は乳化された薬剤
の形のアルカリ可溶性剤である。かかる実施形態では、酸性固定化組成物の存在は、アル
カリ可溶性の分散された薬剤及び／又はアルカリ可溶性の乳化された薬剤をその分散及び
／又は乳化された状態から抜け出させ、凝固によってインクの固定を起こさせ、分散され
た顔料は、沈殿し、粘稠すぎて流れなくなり、従ってその基体浸透及びにじみ及びインク
間混合が本質的に防止される。
【００９２】
　一部の実施形態では、アルカリ可溶性の特性感受性剤は、酸と接触するか、又はそうで
なければ酸性環境にあるときに凝固する能力について選択され、樹脂結合剤、分散剤、接
着促進剤、及びフィルム形成剤からなる群の少なくとも一つである。一部の実施形態では
、アルカリ可溶性の特性感受性剤は、分散顔料のために使用されるような分散剤である。
一部の実施形態では、アルカリ可溶性剤は、フィルムの凝集を改良するために使用される
ような樹脂結合剤である。一部の実施形態では、アルカリ可溶性剤は、基体に対するフィ
ルムの接着性を改良するために使用されるような接着促進剤である。一部の実施形態では
、アルカリ可溶性剤は、フィルム形成剤である。
【００９３】
　一部の実施形態では、特性感受性剤は、アルカリ可溶性樹脂、アルカリ可溶性ポリマー
、アルカリ可溶性分散剤、アルカリ可溶性界面活性剤、アルカリ可溶性凝固剤、及びアル
カリ可溶性ゲル化剤からなる群から選択される。
【００９４】
　アルカリ可溶性剤の化学的特性は、中性又はアルカリ条件下で帯電され、酸性条件で中
性になる複数の官能基を含む。例えば、中性又はアルカリ条件で負に帯電されるカルボキ
シレート基（－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－）は、酸性条件で中性になり（－Ｃ（＝Ｏ）－ＯＨ）、
それによってそれが結合される分子を水溶解性に劣るようにさせる。一部の実施形態では
、アルカリ可溶性剤は、アクリレートポリマー、乳化ポリウレタン、ポリウレタンポリマ
ー、ポリエーテルポリマー、ポリエステルポリマー、ポリアクリレートポリマー、ポリ塩
化ビニルポリマー、ポリ酢酸ビニルポリマー、ポリビニルブチラールポリマー、アミノシ
リコーンポリマー、及びそれらのいずれかの塩又は組み合わせからなる群から選択される
。
【００９５】
　上記の樹脂結合剤、分散剤、接着促進剤、及びフィルム形成剤、及びインク組成物の他
の任意及び／又は追加の成分のいずれか一つはまた、得られた画像に伸張性を与えること
ができる。かかる剤は、一般に、本明細書では、弾性伸張性を付与する原弾性（ｐｒｏｔ
ｏ－ｅｌａｓｔｏｍｅｒｉｃ）フィルム形成剤として言及される。一部の実施形態では、
原弾性フィルム形成剤はまた、アルカリ可溶性剤であり、一部の実施形態では、原弾性フ
ィルム形成剤は、アルカリ可溶性剤ではない。一般に、原弾性フィルム形成剤が共重合、
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架橋及び硬化し、それによって基体に付着するとき、柔らかい、可撓性の、伸張可能な弾
性フィルムが形成され、それは、相対的に低いＴｇによって特徴づけられる。
【００９６】
　本発明の一部の実施形態によれば、インク組成物は、水ベースのインクジェットインク
組成物であり、従ってインク組成物のキャリアは、水性キャリア又は水である。
【００９７】
　本発明の範囲内で考えられるインク組成物は、透明－半透明又は不透明の着色剤を担持
してもよい。インクジェットインク組成物中の基本的な着色剤は、一般的には透明－半透
明であることが要求される。なぜなら少数（一般的には３～８）の基本色が使用され、色
及び色合いのフルスペクトルは、これらの基本色が基体の上で様々な組み合わせで混合さ
れたものとして目によって知覚されるときに達成されるからである。しかしながら、いず
れかの表面の上に透明インクを使用する多色画像の直接印刷は、画像の背景である表面が
白色又は少なくとも軽くしか着色されていないことを要求する。なぜならその固有色は、
その上に付与されるインク中の着色剤とともに最終的に知覚された色の形成に関係するか
らである。暗く着色された又は白色でない基体の表面は、原色インク滴を区別不可能にす
るか又は実質的に色斜行化させる傾向を持つ。なぜなら原色のいずれかの組み合わせを由
来とする最終的に知覚される色は、白色からの又は少なくとも明るい光の色からのその特
定の組み合わせの引き算であるからである。それゆえ、表面の上に直接発生される画像の
背景は、明るい光の色又は白色であることが物理的に要求される。
【００９８】
　白色でない基体の上の印刷の問題を克服するために、不透明白色アンダーベース層は、
半透明カラーインク組成物が印刷される前に基体の上に印刷されることができる。この不
透明アンダーベース層は、本発明の一部の実施形態によれば、不透明インク組成物によっ
て与えられる。本発明の一部の実施形態による不透明インク組成物はまた、アルカリ可溶
性剤を含んでもよく、従って本明細書で与えられるＦＣＲＡ含有固定化組成物に接触する
と凝結するように設計されてもよい。
【００９９】
　一部の実施形態によれば、不透明インク組成物は、本質的に白色であり、それは、暗く
着色された又は白色でない表面の上に噴射されるときに不透明白色層を与える。一部の実
施形態によれば、白色不透明顔料は、例えばチタニア（酸化チタン）のような金属酸化物
の好適なサイズの粒子である。
【０１００】
　一部の実施形態によれば、伸張可能な可撓性画像のためのアンダーベースとして役立つ
ためには、不透明アンダーベースは、基体と共に伸張されるとき、（着色された）基体を
それを通して見ることがないように、かつ物理的引張や引きの下で画像又はアンダーベー
スのクラックがないように、その上に印刷された画像がその背景を維持することを可能に
するような高い伸長率で伸張可能であるべきである。
【０１０１】
　不透明インク組成物は、本発明の一部の実施形態によれば、「スポット」着色剤のイン
クジェット印刷のために好適であり、それは、実質的に不透明なカラーインクである。ス
ポット着色剤は、いずれかの他の透明着色剤のように噴射されることができ、ハイライト
を与え、通常予め規定された色で画像上を強調するために特別な効果を発生するために使
用されることが一般的である。
【０１０２】
　一般的に、本明細書でなされたインク組成物に対するいずれの言及も、特記しない限り
、いずれかの色のいずれかの半透明インク組成物、及び白色又はいずれかの他のスポット
色のいずれかの不透明インク組成物に言及するものとしてとられるべきである。
【０１０３】
　インクジェット印刷キット（インクセット）：
　本発明の一部の実施形態の態様によれば、少なくとも本明細書に記載されるようなＦＣ
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ＲＡ含有固定化組成物、及び本明細書に記載されるような少なくとも一種のカラーインク
組成物を含むインクジェット印刷キット（インクセット）が提供される。一部の実施形態
では、固定化組成物及びカラーインク組成物の各々は、包装材料に別個に包装され、任意
選択的に、前記インク組成物と接触させて前記インク組成物を固定化するのに使用するた
め、及びインクジェット印刷画像の摩擦係数を減少させるために包装材料の中又は上に印
刷で識別される。
【０１０４】
　一部の実施形態によれば、本明細書に与えられるインクセットは、ＦＣＲＡ剤及び第一
キャリアを含み、かつ（６．５より）低い酸性ｐＨを示すように配合された固定化組成物
、及び分散された顔料、アルカリ可溶性剤、フィルム形成剤（結合剤）、及び第二キャリ
アを含む少なくとも一種のカラーインク組成物を含む。一部の実施形態によれば、第一及
び第二キャリアは、水性キャリアである。
【０１０５】
　一般に、インクセットは、デジタルインクジェット印刷機に使用するために配合され、
それは、印刷機によってデジタル的に実施される予め決められたパターンに従って基体の
上に直接様々な組成物をデジタル的に付与する。好ましくは、本発明で与えられるインク
セットは、織物基体の上にカラー画像をデジタル的に印刷するためのものである。画像は
、着色剤（一般的に分散された顔料）を封入し、着色剤を基体の表面に付けるフィルムと
して形成される。
【０１０６】
　本明細書に与えられる組成物、インクセット、及び方法は、印刷工程の前に柔軟性及び
平滑性を与えるために予備処理されなかった布帛基体の上にカラー画像をインクジェット
印刷するのに使用するために特に有用であり、そのために識別されることができる。換言
すれば、本発明が有用である基体は、未処理基体を含む。本明細書で使用される用語「未
処理（処理されていない）」は、印刷工程の前及び／又はそのオフラインに柔軟性及び平
滑性を与えるために処理されなかったいかなる染色された基体も示す。本明細書で与えら
れるインクセットは、織物基体が柔軟性及び平滑性を与えるために予備処理又は後処理さ
れる必要性なしに、織物基体の上にカラー画像を印刷することを可能にする。業界で知ら
れた柔軟性及び平滑性を与えるための予備処理は、限定されないが、特定の柔軟剤で糸を
被覆し、柔軟剤で印刷される織物の表面をパディング／ソーキングし、次いで乾燥し、及
び／又は柔軟剤で基体の上の硬化画像を処理することを含む。
【０１０７】
　染色された合成布帛のための印刷工程：
　本発明の実施形態の文脈では、ＦＣＲＡ含有固定化組成物及びカラーインク組成物は、
基体の上に付随して又は実質的に同時に付与されることができる。あるいは、ＦＣＲＡ含
有固定化組成物及びカラーインク組成物は、互いの後に基体の上に付与されることができ
、付与間に乾燥又は硬化なしでウェットオンウェットであり、それらの間に幾らかの遅れ
（秒で測定される時間の短い期間）を有し、それは、０．０１秒～１２０秒、又は０．０
１～９０，０．０１～６０，０．０１～４５，０．０１～３０，０．０１～２０，０．０
１～１０，０．０１～５又は０．０１～１秒の範囲であることができる。
【０１０８】
　順序及びタイミングは、付与の必要性に依存するだろう。例えば、多孔質基体の上では
、最初にＦＣＲＡ含有固定化組成物を付与し、続いてカラーインク組成物を付与してカラ
ーインク組成物の基体中への浸透を制限することに利益があるかもしれない。これは、ブ
リードを制限し、彩度強化並びに耐久性のある架橋層を与えることができるだろう。ある
いは、カラーインク組成物がまず噴射され、続いてＦＣＲＡ含有固定化組成物が噴射され
、印刷された層の上に最大の平滑性を与える。もし二つの組成物が付随して又は実質的に
同時に付与されるなら、そのとき二つの組成物の混合は、最大化され、層全体は、より均
一になるだろう。
【０１０９】
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　いったん画像が本発明の一部の実施形態によるインクセットを使用して基体の上に印刷
されたら、方法は、画像を硬化することをさらに含む。硬化は、一般的には、高温で実施
され、印刷フィルムからキャリアの多くを除去し、かつ／又はそれによって架橋反応を開
始する。
【０１１０】
　本明細書に記載された印刷プロセスが、ＦＣＲＡ含有固定化組成物及びカラーインク組
成物が、各々個々に、別個に指定された液体アプリケーターによって基体の上に付与され
ることを要求することがここでは注意される。
【０１１１】
　従って、本発明の一部の実施形態の態様によれば、本明細書に記載されたインクセット
を使用して、染色された基体の上にカラー画像を直接デジタルインクジェット印刷するた
めの方法が提供される。その方法は、以下の工程を含む：
【０１１２】
　印刷ヘッド（画像が印刷される基体の領域に対する少量の付与のための正確に制御可能
なアプリケーター）又はスプレーノズル（低い解像度を要求する大きい領域に対する多量
の付与のためのアプリケーター）を使用して基体の少なくとも一部の上に指定されたアプ
リケーターから本明細書で記載された酸性ＦＣＲＡ含有固定化組成物を付与すること；
　本明細書に記載された少なくとも一種のカラーインク組成物を、基体の前記少なくとも
一部の上に直接印刷すること；及び
　基体の表面の上に形成された画像（フィルム）を硬化すること。
【０１１３】
　本出願から成熟する特許の存続期間の期間中には、多くの関連するインクジェット印刷
画像の摩擦係数を減少するための方法、機械、及び組成物が開発されることが予想され、
これらの用語の範囲は、すべてのそのような新しい技術を先験的に包含することが意図さ
れる。
【０１１４】
　本明細書中で使用される用語「約」は、±１０％を示す。
【０１１５】
　用語「含む／備える（ｃｏｍｐｒｉｓｅｓ、ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ、ｉｎｃｌｕｄｅｓ
、ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ）」、「有する（ｈａｖｉｎｇ）」、およびそれらの同根語は、「
含むが、それらに限定されない（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ　ｂｕｔ　ｎｏｔ　ｌｉｍｉｔｅｄ
　ｔｏ）」ことを意味する。
【０１１６】
　用語「からなる（ｃｏｎｓｉｓｔｉｎｇ　ｏｆ）」は、「含み、それらに限定される（
ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ　ａｎｄ　ｌｉｍｉｔｅｄ　ｔｏ）」ことを意味する。
【０１１７】
　表現「から本質的になる（ｃｏｎｓｉｓｔｉｎｇ　ｅｓｓｅｎｔｉａｌｌｙ　ｏｆ）」
は、さらなる成分、工程および／または部分が、主張される組成物、方法または構造の基
本的かつ新規な特徴を実質的に変化させない場合にだけ、組成物、方法または構造がさら
なる成分、工程および／または部分を含み得ることを意味する。
【０１１８】
　本明細書で使用される特定の物質の文脈における句「実質的に欠いている」及び／又は
「本質的に欠いている」は、この物質を完全に欠いているか、又は組成物の全重量又は体
積に基づいて約５，１，０．５もしくは０．１％より少ない量でこの物質を含む組成物に
関する。あるいは、この工程、方法、特性、又は特徴の文脈における句「実質的に欠いて
いる」及び／又は「本質的に欠いている」は、ある工程／方法工程、もしくはある特性、
もしくはある特徴を完全に欠いている工程、組成物、構造、もしくは物品、又はある工程
／方法が所定の標準的な工程／方法と比較して約５，１，０．５もしくは０．１％より少
なく実施される工程／方法、又は所定の標準と比較して約５，１，０．５もしくは０．１
％より少ない特性又は特徴によって特徴付けられる特性もしくは特徴に関する。



(21) JP 2021-500437 A 2021.1.7

10

20

30

40

50

【０１１９】
　本明細書で使用される用語「例示的」は、「例（ｅｘａｍｐｌｅ，ｉｎｓｔａｎｃｅ又
はｉｌｌｕｓｔｒａｔｉｏｎ）として作用する」ことを意味するために使用される。「例
示的」として記載されたいかなる実施形態も必ずしも他の実施形態に対して好ましいもし
くは有利なものとして解釈されたりかつ／または他の実施形態からの特徴の組み入れを除
外するものではない。
【０１２０】
　本明細書で使用される用語「任意選択的」又は「代替的」は、「一部の実施形態に与え
られるが、他の実施形態には与えられない」ことを意味するために使用される。本発明の
いかなる特定の実施形態も対立しない限り複数の「任意選択的」な特徴を含むことができ
る。
【０１２１】
　本明細書中で使用される場合、単数形態（「ａ」、「ａｎ」および「ｔｈｅ」）は、文
脈がそうでないことを明確に示さない限り、複数の参照物を包含する。例えば、用語「化
合物（ａ　ｃｏｍｐｏｕｎｄ）」または用語「少なくとも１種の化合物」は、その混合物
を含めて、複数種の化合物を包含し得る。
【０１２２】
　本出願を通して、本発明の様々な実施形態が範囲形式で提示されることができる。範囲
形式での記載は単に便宜上および簡潔化のためであり、本発明の範囲に対する柔軟性のな
い限定として解釈すべきでないことを理解しなければならない。従って、範囲の記載は、
具体的に開示された可能なすべての部分範囲、ならびに、その範囲に含まれる個々の数値
を有すると見なさなければならない。例えば、１～６などの範囲の記載は、具体的に開示
された部分範囲（例えば、１～３、１～４、１～５、２～４、２～６、３～６など）、な
らびに、その範囲に含まれる個々の数値（例えば、１、２、３、４、５および６）を有す
ると見なさなければならない。このことは、範囲の広さにかかわらず、適用される。
【０１２３】
　数値範囲が本明細書中で示される場合には常に、示された範囲に含まれる任意の言及さ
れた数字（分数または整数）を含むことが意味される。第１の示された数字および第２の
示された数字「の範囲である／の間の範囲」という表現、および、第１の示された数字「
から」第２の示された数「まで及ぶ／までの範囲」という表現は、本明細書では交換可能
に使用され、第１の示された数字と、第２の示された数字と、その間のすべての分数およ
び整数とを含むことが意味される。
【０１２４】
　本明細書中で使用される用語「方法（ｍｅｔｈｏｄ）」は、与えられた課題を達成する
ための様式、手段、技術および手順を示し、これには、化学、薬理学、生物学、生化学お
よび医学の技術分野の実施者に知られているそのような様式、手段、技術および手順、ま
たは、知られている様式、手段、技術および手順から、化学、薬理学、生物学、生化学お
よび医学の技術分野の実施者によって容易に開発されるそのような様式、手段、技術およ
び手順が含まれるが、それらに限定されない。
【０１２５】
　明確にするため別個の実施形態の文脈で記載されている本発明の特定の特徴が、単一の
実施形態に組み合わせて提供されることもできることは分かるであろう。逆に、簡潔にす
るため単一の実施形態の文脈で記載されている本発明の各種の特徴は、別個にまたは適切
なサブコンビネーションで、あるいは本発明の他の記載される実施形態において好適であ
るように提供されることもできる。種々の実施形態の文脈において記載される特定の特徴
は、その実施形態がそれらの要素なしに動作不能である場合を除いては、それらの実施形
態の不可欠な特徴であると見なされるべきではない。
【０１２６】
　本明細書中上記に描かれるような、および、下記の請求項の部分において請求されるよ
うな本発明の様々な実施形態および態様のそれぞれは、実験的裏付けが下記の実施例にお
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【実施例】
【０１２７】
　次に下記の実施例が参照されるが、下記の実施例は、上記の説明と一緒に、本発明の一
部の実施形態を非限定様式で例示する。
【０１２８】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　実施例１
　　　　　　　　　　　　　　　　　材料及び方法
　滑り摩擦係数試験：
　本明細書に与えられた組成物及び方法の効果を試験する、全ての静及び動摩擦係数測定
が、ＡＭＥＴＥＫ（登録商標）Ｔｅｓｔ　＆　Ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ　Ｉｎｓｔｒｕｍ
ｅｎｔｓ、米国のＬｌｏｙｄ（商標）器具によって製造された、１００Ｎ最大力のための
ＴＧ１９又はＴＧ３５摩擦係数試験ジグを備えた、ＴＧ１１２－ＬＳ材料試験機を使用し
て実施された。
【０１２９】
　装置は、１３０ｍｍ走行長に対して１５０ｍｍ／分のスピードで移動される、２００重
量グラムの重さのスレッド（ｓｌｅｄ）プローブ（５ｃｍ２面積）を使用して操作された
。試験は、業界で知られているように、仕様に従って実施された。
【０１３０】
　印刷機：
　Ｄｉｍａｔｅｘ，Ｐｏｌａｒｉｓ　ＰＷＲ，３５ピコリットル液滴サイズの印刷ヘッド
を使用して、Ｋｏｒｎｉｔ　Ｄｉｇｉｔａｌ（商標）ＬＴＤによるＡｌｌｅｇｒｏ（登録
商標）印刷機で全ての印刷試験を実施した。ＦＣＲＡが固定化組成物中に含められ、印刷
ヘッドを使用して付与された実験では、印刷機は、固定化組成物を付与するための標準ド
ロップオンデマンド循環印刷ヘッドを備えていた。ＦＣＲＡが固定化組成物中に含められ
、カラーインク組成物を印刷する前に予備印刷ノズルを使用して付与された実験では、印
刷機は、本質的に上で記載したようにノズルの線状アレイの組立体を備えていた。ＦＣＲ
Ａが新しく印刷されかつ固定化された画像の上に付与された実験では、印刷機は、上記と
本質的に同じノズルのアレイ組立体を備えていた。使用された布帛は、白色綿布帛であっ
た。
【０１３１】
　ＪＦＣＲ配合物：
　噴射可能な配合物は、極めて化学的に安定でありかつ印刷ヘッドと適合しうるように配
合される。ＪＦＣＲ配合物は、乳酸アンモニウムを含有しない。なぜならそれは、ＦＣＲ
Ａと相溶しないからである。一般的に、ＪＦＣＲ配合物は、表面張力減少のために静的及
び動的界面活性剤を含み、それは、酸性環境では安定である。
【０１３２】
　表１は、汎用目的のデジタル噴射印刷の印刷ヘッドによって付与するために配合される
、インク固定化及び摩擦係数の減少のための例示的配合物を与える。
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【０１３３】
　表２は、カラーインク組成物の印刷並びに予備硬化の前でインクを印刷した後にノズル
によって付与するために配合された、予備印刷インク固定化及び摩擦係数の減少のための
例示的配合物を与える。

【０１３４】
　ＦＣＲＡを組み入れる効果を比較するため、同じ印刷法及び試験が、コントロールとし
てＦＣＲＡのない固定化組成物を使用して形成された画像の上で実施され、例示的なコン
トロール組成物が、表３に与えられる。
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【０１３５】
　表４は、この実施例に使用される、例示的なカラーインク組成物の成分を与える。

【０１３６】
　一連の５％ずつ増加する濃度のＦＣＲＡでＪＦＣＬ又はＳＦＣＬ配合物で基体を印刷又
はスプレーしてからカラーインク組成物を使用して白色基体（白色綿布帛）の上に矩形形
状を印刷し、白色背景をカバーすることによって実験を行ない、摩擦係数及び黄色化(色
増強）について試験（分析）した。ＪＦＣＲ配合物の場合には,ＦＣＲＡは他の場所に付
与されないので、試験は、カラー印刷された形状について行なわれ、ＳＦＣＲ配合物の場
合には、試験は、背景（印刷された形状の外側）について、そして印刷された形状（摩擦
及び／又は黄色化（色増強）に対する試験の二点）について行なわれた。
【０１３７】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　実施例２
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結果
　白色綿布帛は、印刷機に配置され、矩形形状画像が、様々な顔料カラーのインク組成物
を使用してその上に印刷された。
【０１３８】
　表５及び表６は、上の実施例１に記載された実験の結果を与え、表５は、印刷された画
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像より大きい領域に付与され、それゆえ背景（基体）の平滑性及び色に影響するＳＦＣＬ
配合物について得られた結果を与え、表６は、印刷された画像の領域にのみ付与されたＪ
ＦＣＬ配合物について得られた結果を与える。
【０１３９】
　布帛ΔＥ（対参照物）は、ＪＦＣＲ又はＳＦＣＲ配合物で着色された非印刷布帛領域の
間の測色Ｌａｂパラメーターの差である。
　フィルムΔＥは、ＪＦＣＲ又はＳＦＣＲ配合物で着色された印刷布帛領域の間の測色Ｌ
ａｂパラメーターの差である。
　布帛静ＣＯＦは、Ｌｌｏｙｄ（商標）器具によってＴＧ－１１２ジグを使用して非印刷
布帛について測定された静摩擦係数である。
　フィルム静ＣＯＦは、同じジグＴＧ－１１２を使用して印刷された布帛の表面について
測定された静摩擦係数である。
　布帛動ＣＯＦは、同じジグＴＧ－１１２を使用して非印刷布帛の表面について測定され
た動摩擦係数である。
　フィルム動ＣＯＦは、同じジグＴＧ－１１２を使用して印刷された布帛の表面について
測定された動摩擦係数である。
【０１４０】

【０１４１】

【０１４２】
　表５及び表６でわかるように、ＦＣＲＡの量は、基体／印刷された画像の摩擦係数減少
（平滑性）のレベル、並びに基体の背景色の色増強（黄色化）と印刷された画像のそれに
相関する。ＦＣＲＡの濃度の増加とともに摩擦係数が減少するのに対して、変色のレベル
が増大する。このことから、ＳＦＣＬ配合物とＪＦＣＬ配合物の両方において、ＦＣＲＡ
の約２０％～約３０％の量に平滑性と変色の間の最適なバランスがあることがわかる。
【０１４３】
　本発明はその特定の実施態様によって記載してきたが、多くの別法、変更および変形が
あることは当業者には明らかであることは明白である。従って、本発明は、本願の請求項
の広い範囲の中に入るこのような別法、変更および変形すべてを包含するものである。
【０１４４】
　本明細書で挙げた刊行物、特許および特許出願はすべて、個々の刊行物、特許および特
許出願が各々あたかも具体的にかつ個々に引用提示されているのと同程度に、全体を本明
細書に援用するものである。さらに、本願で引用または確認したことは本発明の先行技術
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として利用できるという自白とみなすべきではない。節の見出しが使用されている程度ま
で、それらは必ずしも限定であると解釈されるべきではない。
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